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～PCB処理期限を見据えて確実な調査を実施します～ 

●高濃度 PCB等含有塗膜の社会的問題 
1966年から 1974年にかけて建設、塗料の塗り替えが行われた施設については、一部塗料（塩化ゴム系）に可塑剤と

して PCBが使われていました。また PCB以外にも鉛やクロム等の有害物質が含まれていることが知られています。 
このため塗膜の剥離作業をする上で、労働者の

健康被害や剥離後の廃棄物の扱いが問題になっ
ています。2018年 11月に環境省から関係省
庁、関係自治体、業界団体等に対し、対象となる
施設毎に調査の実施通知が出されました。この調
査については、PCB処理期限が定められていること
から、速やかな対応が求められています。 

【調査対象施設（環境省作成資料より抜粋】 

●橋梁塗膜調査は、弊社へお任せ下さい。 
調査は、過去の建設、塗装の塗り替え工事の記録等の確認から進めます。明らかに PCB含有塗料が使用されていない

場合は調査を終了しますが、判断資料が不明の場合は、現地での塗膜サンプル採取後、PCB等の含有試験を実施しま
す。分析の結果、法律で定められた基準と対比して、PCB等廃棄物の判定をします。作業に当たっては、作業員の安全に留
意して進めることが重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【剥離除去時の基準】 
 現地調査の結果、含有基
準値を満たさなかった場合、
剥離作業は鉛中毒予防作業
規則、特定化学物質障害予
防規則に従った作業が必要に
なります。 
 ・鉛：検出 
 ・クロム：1.0％超 
 ・PCB：1.0％超 
【廃棄物処理時の基準】 
 廃棄物処理時に溶出試験
を実施し、下記の判定で特別
管理産業廃棄物扱いになりま
す。 
 ・鉛：0.3mg/L超 
 ・六価クロム：1.5mg/L超 
 ・PCB：0.003mg/L超 

●調査対象施設等の抽出
1966年～1974年の建設、塗装塗り替え

●塗装の完全塗り替え確認（注1）
1975年以降に完全塗り替えしたか？

●既存資料の確認
塩化ゴム系塗料の使用記録有無

●PCB含有塗料の確認（注2）
PCB含有塗料使用記録有無

●現地調査実施（注3）

100,000mg/kg超 100,000mg/kg以下 0.5mg/kg以下
高濃度PCB廃棄物 低濃度PCB廃棄物 非PCB廃棄物
（注1）塗装の完全塗り替えは、1種ケレン、2種ケレン又は同等方法
（注2）PCBを可塑剤として使用した塩化ゴム系塗料で、国内4社が1966年から1972年1月までに製造した塗料
（注3）別途、鉛、クロム等の含有/溶出実施もあり
（注4）塗膜中PCBの分析は、高精度かつ安価なGC-MS/MS法（低濃度PCB含有廃棄物に関する測定方法（第4版））採用

【有り】又は【不明】

【無し】

調
査
終
了

【有り】又は【不明】
【有り】

【無し】又は【部分塗り替え実施】
【無し】

【有り】又は【不明】
【無し】
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